
   

令和８年２月９日 

令和８年２月定例記者会見 

 

令和７年度みよしの歴史を探る 

「きみは、塩町式土器を知っているか！？」の開催について 

 

令和７年度 みよしの歴史を探るを開催します。テーマは「きみは、塩町式土器を

知っているか！？」。 

塩町式土器は塩町遺跡（現在の青陵高校付近）から見つかった全国的にも有名

な弥生時代の土器であり、市の歴史を語る上でも重要なものです。 

また、今年度は重岡山遺跡の発掘調査を行いました。重岡山遺跡は塩町遺跡か

らほど近い場所に位置する弥生時代の集落遺跡です。 

今回のみよしの歴史を探るでは三次市内の地名を冠する塩町式土器と重岡山遺

跡の最新の発掘調査成果から主に弥生時代の三次について探っていきます。 

 

１ 日 時  令和８年２月２２日（日） 

 

２ 場 所  みよしまちづくりセンター（三次市十日市西六丁目１０番４５号） 

 

３ 内 容  解説「三次の弥生時代」 

          村川茉玲依（三次市教育委員会） 

        調査報告「重岡山遺跡」 

          前角 和夫（株式会社イビソク） 

        講演「謎の塩町式土器について 

―二千年前の三次の弥生人の知識の源流を考える―」 

          伊藤 実（元 広島県教育事業団 埋蔵文化財調査室 室長） 

 

４ 参加費  無料 

 

《添付資料》 開催チラシ 
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